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保護者とともに歩む！
感謝と奉仕に生きる人づくり！

部長 松 本 安 博

いつしか日差しが強くなり、初等部グラン
ドに、その日の熱中症指数を知らせるカラー
コーンが置かれる季節になりました。
初等部では、始業前や休み時間前に指数計

測器を用いて熱中症指数の測定を行っていま
す。カラーコーンの色によっては、外遊びが
できないことがあります。先日も勢いよく飛
び出してきた子どもたちが、黒い色のコーン
を見てしばらくは立ち止まっていましたが、
残念そうに戻っていく姿を見ました。一声か
けようとも思いましたが、我慢と調整の気構
えを育むことも大切と思い、小さくなってい
く姿を見守ることにしました。

さて、先月より神奈川県下の「私立小学校
フェア」も始まり、初等部の教育に、子ども
たちの姿に関心を寄せていただいている方々
にお会いする機会が増えてきました。先月の
９日（土）の「第１回学校紹介」でも、たく
さんの皆様にご来校いただき、話を聞いてい
ただきました。後日、その時のアンケートを
読ませていただきますと、６年生の全員合唱
「コスモス」の歌声にたいへん感動したこと、
子どもたちが伸び伸び生き生きと授業をうけ
ていたこと、授業内容や方法に工夫がみられ
たこと、子どもたちが先生を慕っているなど、
たくさんのお褒めの言葉を書いてくださって
いました。
この日は、受付や案内、託児室などで保護

者の方にもボランティアとしてお手伝いをい
ただきました。アンケートの中には、「ボラ
ンティアの保護者から聞いた話がとても参考
になった。」との感想もありました。
初等部の教育は、未完で未熟な子どもたち

の心を耕し，基礎学力を形成するとともに人
となりの根幹を育むところにあります。そし
て、その基礎学力は、「心身の健康」と「豊
かな心」を伴って初めて「確かな学力」とな
ります。そこで、初等部では、「豊かな心」
と「健やかなからだ」の間に「確かな学力」

を位置付けています。
心が痛む出来事を見聞きすることが多い今

日ですが、これからも家庭と学校が手をつな
ぎ、心を結んで、建学の精神のもとに同じ価
値に向かって自らのため、世のため人のため
に、志高く夢と希望をもって「感謝」と「奉
仕」に生きる人となりの素地形成に努めてい
きたいと考えます。

「第１回学校紹介」の翌週から受付を開始
した６月２７日（土）と７月１８日（土）の
オープンスクールですが、たくさんの方が参
加申込みをしてくださっています。その申込
み状況は以下のようになっています。

【６月２７日（土）オープンスクール】
「授業を体験しよう」定員各コース２０名

9:00［受付］ 9:30～ 12:00［体験］
○［Ａコース］（年長さん対象）

英語と水遊び（屋内温水プール）
○［Ｂコース］（年長さん対象）

読書と理科と英語
○［Ｃコース］（年中さん対象）

音楽と算数と読書
【７月１８日（土）オープンスクール】
「テストにチャレンジ」定員３０名

9:00［受付］ 9:30～ 12:00［体験］
○［テスト体験コース］（年長さん対象）

ペーパーテストと行動テストと面接

６月２７日（土）のＡコースとＢコースは、
定員を超える２５名の申込みをいただき、過
日締め切らせていただきました。キャンセル
待ちの方もあり、たいへん恐縮しています。
また、７月１８日（土）の［テスト体験コー
ス］も定員を超える３１名の申込みをいただ
き、Ｃコースもあと２名で定員となります。

今後とも初等部の教育活動にご理解とご協
力のほど、よろしくお願いいたします。


